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【シンポジウム】少⼦社会対策と医療・ジェンダー： 

 「卵⼦の⽼化」が問題になる社会を考える  

 2016-06-18 ⽇本学術会議講堂 

⾼校副教材「妊娠しやすさグラフ」

をめぐり可視化されたこと 

⽥中 重⼈ (東北⼤学)    
http://tsigeto.info/16y 
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概要 

●2015 年 8 ⽉ 副教材問題  
                                         → 使⽤中⽌・回収を求める会 

●変なグラフ各種 

●専⾨家への不信  

●具体策   
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「妊娠のしやすさ」改竄グラフ問題 
⽂部科学省『健康な⽣活を送るために』(2015 年 8 ⽉改訂) 40 ⾴  
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⽂部科学省『健康な⽣活を送るために』

(2015 年 8 ⽉改訂) 38 ⾴ 

http://web.archive.org/web/201508220

25627/http://www.mext.go.jp/compon

ent/a_menu/education/detail/__icsFiles/

afieldfile/2015/08/17/1360938_09.pdf 
 

※2016 年 6 ⽉に「⼦供はどのような存在か」 

グラフが修正されている：

http://www.mext.go.jp/component/a_menu/

education/detail/__icsFiles/afieldfile/2016/06

/01/1360938_09.pdf 
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どう「訂正」されたか 
2015 年 8 ⽉ 版       2015 年 9 ⽉ 版 

 
 
http://web.archive.org/web/20150822025627/http://www.mext.go.jp/
component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2015/08/17
/1360938_09.pdf 

http://web.archive.org/web/20160124061857/http://www.mext.go.jp/c
omponent/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2015/09/30/
1360938_09.pdf 
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グラフの来歴と意味 
⾃然出⽣⼒集団での 早婚 の⼥性の出⽣パターン (http://tsigeto.info/16a) 
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東北⼤学 (2016) 「⾼校保健副教材「妊娠し

やすさ」グラフの適切さ検証」. 

http://www.tohoku.ac.jp/japanese/2016/

03/press20160330-02.html 

 

⽥中 重⼈ (2016)「【解題】⾼校保健副教材

「妊娠しやすさ」グラフの適切さ検証」．

http://d.hatena.ne.jp/remcat/20160331 
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改竄グラフ使⽤履歴 

2013 年 6 ⽉ 25 ⽇: 吉村泰典 ブログ記事  

2014 年 3 ⽉ 5 ⽇: 厚⽣労働省「妊娠と不妊について」(動画)  

2014 年 8 ⽉ 11 ⽇: 吉村泰典 ブログ記事 (「⼥性⼿帳」正当化)  

2014 年 11 ⽉ 15 ⽇: 吉村泰典 ブログ記事  

2015 年 3 ⽉ 2 ⽇: ⽇本産科婦⼈科学会など 9 団体「要望書」  

2015 年 3 ⽉ 4 ⽇: 吉村泰典 講演資料  

 

※ ブログ記事は現在も修正なく公開中 
http://d.hatena.ne.jp/remcat/20160331/falsified 

http://d.hatena.ne.jp/remcat/20160528/mhlw 
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改竄グラフはどう使われていたか 

●22 歳時を 1 とすると 

   30 歳で 0.6 を切る  

●35 歳で 0.4  

●40 歳前後には 0.2  

●原因は 卵⼦の数の減少と質の低下  
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⽇本産科婦⼈科学会など 9 団体 

「誤りがあったことは残念ですが、すぐに

適切なグラフに差し替えるなど、事後の対

応に問題はなかったと考えています。」  
 

 

⾼校保健・副教材の使⽤中⽌・回収を求める会 質問状に対する回答 (2015 年 12 ⽉

25 ⽇付)  http://fukukyozai.jimdo.com/stop/関連資料/20151203/  
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International Fertility Decision-making Study 
Starting Families 
調査とも 。 

 

18 か国 

12 ⾔語で調査 
 
⿑藤英和 (2014)「妊娠適齢期を意識し

たライフプランニング」新たな少⼦化社

会対策⼤綱策定のための検討会（第 3

回会合、12 ⽉ 12 ⽇）
http://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushik
a/meeting/taikou/k_3/pdf/s2-1.pdf 

原論⽂は Bunting et al (2013) DOI:10.1093/humrep/des402  
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調査票を⾒ると…… 

「妊娠とは受胎能⼒、つまり⼥性が妊娠し、男性が⽗親にな

る能⼒を意味します」  

〔男性に対して〕「ご⾃⾝がまだ妊娠してない 

と思われている潜在的理由」 

質問順序の違い  

対象者選択の問題  

→ 国際⽐較できるような調査ではない 
(http://synodos.jp/science/17194) 
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⽇本産科婦⼈科学会など 9 団体 

「「スターティング・ファミリーズ」調査は、

妊娠・出産の知識レベルが、⽇本は各国に⽐べ

て低い⽔準にあるという傾向を⽰すものとして、

適切であると考えております」  
 

⾼校保健・副教材の使⽤中⽌・回収を求める会 質問状に対する回答 (2015 年

12 ⽉ 25 ⽇付) http://fukukyozai.jimdo.com/stop/関連資料/20151203/  
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⽇本⽣殖医学会サイトのグラフ 

 

 

http://www.jsrm.or.jp/public/funinsho_qa18.html Menken et al. (1986) Science 233: 1389-1394 



 

15 

 

 

http://www.jsrm.or.jp/public/funinsho_qa18.html

 
Jane Menken + Ulla Larsen (1986) “Fertility 
rates and aging”. Aging, reproduction, and the 
climacteric. Plenum Press. P. 153 Table III.  
左図に出てこない 5 本 
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世界各国で使われる都市伝説グラフ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2012 年度厚⽣労働科学研究

費補助⾦ (⺟⼦保健事業の効

果的実施のための妊婦健診、

乳幼児健診データの利活⽤に

関する研究) 分担研究報告書, 
pp. 177–182. 
<http://www.aiiku.or.jp/~doc/h
oukoku/h24/19019A130.pdf> 
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Dunson ほか (2002) のグラフ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⿑藤英和 (2014)「妊娠適齢期を意

識したライフプランニング」新たな

少⼦化社会対策⼤綱策定のための検

討会（第 3 回会合、12 ⽉ 12 ⽇）
http://www8.cao.go.jp/shoushi/shou
shika/meeting/taikou/k_3/pdf/s2-
1.pdf 

原論⽂は DOI: 10.1093/humrep/17.5.1399  



 

18 

 
家族計画センター来所者の体温や性交の記録をとってもらったものが元データ 
(Colombo + Masarotto 2000) DOI: 10.4054/DemRes.2000.3.5 
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Colombo + Masarotto (2000) Fig 4 をもとに描いたグラフと⽐較 
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⽇本⽣殖医学会理事⻑コメント(2015 年 9 ⽉ 7 ⽇付)  

副教材掲載のグラフは「⽣殖医学に関わる種々

のエビデンス（①年齢による妊娠率の変化： 

Dunson DB, et al. Hum Reprod. 17:1399, 

2002〔……〕）と呼応する」 

 
http://www.jsrm.or.jp/announce/089.pdf   
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まとめ 

● 科学的根拠ないグラフ 5 種類 

● 4 つは学会推奨 

● ⽂献をあたれば、 

ダメであることは⼀⽬瞭然 
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産婦⼈科の研究⼒、低すぎ? 

● 論⽂を読まない (読めない?)  

● 批判しない（できない?）  

● 不正に寛⼤  
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何が強調されているか 

● 妊孕⼒低下  

● 無知  

 

→ 「少⼦化対策」として売り込み  
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⽇本家族計画協会 

『家族と健康』732 号 

(2015 年 3 ⽉) 
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この問題はましな⽅では? 

● 他分野のデータ  

● ⽇常的な経験  

 

→ 医学がデータを独占していたら？  
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たとえば…… 

妊娠中の飲酒は 

「注意⽋陥多動障害 (ADHD) と 

関連があるとの報告もあります。」  
『健康な⽣活を送るために』21 ⾴  

http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/ 
detail/__icsFiles/afieldfile/2015/08/17/1360938_07.pdf  
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市⺠は専⾨家を監視できるか 

● 「ダメ」 → 確定しやすい  

●「正しい」→ 確定困難  
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ブラックリスト作成 

http://web.archive.org/web/2015
0822025627/http://www.mext.g
o.jp/component/a_menu/educati
on/detail/__icsFiles/afieldfile/20
15/08/17/1360938_09.pdf 

 
http://www8.cao.go.jp/shoushi/shoush
ika/meeting/taskforce/k_3/pdf/s4.pdf 

http://www.jsrm.or.jp/public/fu
ninsho_qa18.html 

 
http://www8.cao.go.jp/shoushi/shoush
ika/meeting/taikou/k_3/pdf/s2-1.pdf 

 
http://www.mext.go.jp/compone
nt/a_menu/education/detail/__ic
sFiles/afieldfile/2016/06/01/136
0938_09.pdf http://www.hokenkai.or.jp/kaiho/pdf/0

097_312.pdf 

http://www.aiiku.or.jp/~doc/ho
ukoku/h24/19019A130.pdf  

DOI: 10.1093/humrep/17.5.1399 
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試作品 

http://b.hatena.ne.jp/remcat/blacklist/ 

 
 
 

QR コード製作: cman  (http://www.cman.jp/QRcode/) 


